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沖波の条件設定
沖合境界位置に波浪緒元より
得られた波高・波向を設定
(青矢印は波の侵入イメージ)

汀線(0.0ｍ)の変化量
沿岸方向300ｍまでが侵食
沿岸方向300ｍ以上が堆積

計画条件によって、汀線変化量が
どの程度になるのか検討の基礎資
料として活用
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平面地形変化モデル

海岸線変化モデル

汀線変化モデル(1-lineモデル)

等深線変化モデル

等深線変化モデル
特徴；計算時間が比較的短い

10年間程度の長期予測が可能
問題点：岸沖方向の砂移動が考慮できない

汀線変化モデル
特徴；計算時間が短い

広範囲かつ長期予測が可能
問題点：岸沖方向の砂移動が考慮できない

平面地形変化モデル
特徴；計算時間が比較的長い

構造物近傍の短期予測に適用
問題点：境界条件の設定やパラメータの

同定が難しい

■概要

■条件

■解析

・海岸変化モデルを用いて波浪による漂砂現象を解析

・海岸保全施設(突堤、潜堤等)設置に伴う海岸変化を予測

・時間・空間スケールに応じて、解析モデルを選択して実施

解析事例；自然再生事業による海岸変化解析

対象域の深浅測量結果、波浪緒元（波高、周期、Smax）、設置構造物の計画緒元など

●解析モデルの適用範囲

●解析イメージ ：等深線変化シミュレーション

○汀線変化、等深線変化→養浜後の海岸変化予測

○養浜砂の安定勾配の検証

○汀線変化、等深線変化→土砂供給量変化に伴う海岸変化予測

○平面地形変化→局所的な漂砂現象の解析

■事例


	スライド 1: 解析事例；自然再生事業による海岸変化解析 

